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結核症と尿係数

第4報:物質代謝機能測定法としての新尿係数法 (O)Ka法)

に関する胸部外科領域よりする批判的研究

野崎徳治

(北海近大学院学部生化学教室 主任:安11l 守雄)

(北海道大学結核研究所指導:西風 怖)

緒 言

近年外科筒岐に於ては，そのやむ前1'8後咲ilJ己関する問

題が大きな研究の対宗となり，その研'jtと相伐って，ここ

に手術の適用の範11日も広まってきたことは，)&1こ古ばしいこ

とである。しかしそれらの研究の方法IC於てみるに，オ;だ

完全なものとはいえず，周知の如くその研究の対象が実験

j治療にあろうと或は又本術前術後療法にあろうと本来の実

験生理学的の方法は，それが如何なる目的で行われようと

も先づその実験因子(実験条件)Iこより生体が個体全体と

して如何なる影響を蒙ったか，言換ればその物質代謝が全

体としてどの科度歪まされたかを検栄し，しかる後にその

悶って来る原囚を個々の代謝(水分， Jk&;，u，柑，蛋13，脂
肪代~~q ，jその他)に求めていくことであろう o i~~~ るに岐に安

田，西風1)の百葉を111るまでもなく現t川こ於て米だその個

体全体としての代l削機能の歪みをtEt尽する万法， J終日すれ

ば“1l;E!乙存ιする生体lこ於るその瞬時の内外環境l乙対する
適応の度， H[Jちその瞬間に於る生体の Vitalityの度を客

観的に把握する方法"としての疲労測定法が比山されてい

ない今日，本研究は今日 lζ於る重要なる研究諌題であり，

その確立は是が非でも必要である。

~い余等は昭和 24 年当医化学教室より発表された一

種の酸化係数としての O:K比 (O/K)の中にその疲労

の研究1)の方向を見出し，それが種々なる条件下の生体に

通用され，今日ではその方法に改良が加えられ， 0!K2， 

O/Kaを経て 0/K4法にまで及んでいるが，上述の如くよた

だに疲労測定法が按出されていない以上それらに対する批

判的研究もまた誠に重要な研究課題と考えられる。しかし

疲労測定法に関する批判的研究は他の研究のそれとは大分

その趣を異にし，その研究の対象を一定の臓器或は一定の

機能系におく訳にもいかず，慌に色々な条件下の生体につ

きそれを適用し批判研究しいかなければならない以上，そ

の研究は誠l乙広い範囲のものとなる。

カか〉功カか〉る;忘古

iに乙1結ikt古J占併1t;井F核支研究}所1川lの協同の下lにこその一連の研究がなされている
が余はその研究の一環として4特守lに乙胸廓j成4戊;見u形彰術後忠者尿を対
f朱衣とし， J:.記の物目代J~j機能測定法として 1己表されている

尿係数中新lこ報公された O/KaiLlC就き批判険討を加えて
きた。ここにその成殺を報告する。

実験条件並にその方法

1. 被検対象並に採尿条件

i) 被検対象:胸廓成形第一次手術l乙就てのみその研

究の対匁を求め，被tJz者l立国‘立札幌療養所より 7名 (Ya，

Go， 00， No， Ts， Mo， Ni) ，北大三上外科より l名

(Ta)を選出した。札幌療養所の 7名に就ては{桁iijの処

?I~ として村日IJなものなく，手術当日:リングlレ氏j夜行00 ，

血液 300第 1日目:9ングノレ氏液 1000第2日13: li，J液
列Oを投与p 北大三上外科の l名に就ては子市町前日:血液

500術後2日fl: 1血液 100，堅男づグノレゴーゼ500第3，4 

日目 20%グjレゴーゼ 100の投与を行った。

ii) 採尿条件:採尿は子術前 3~4 日より開如し手

術後 14日まで行ったが，手術後6日までは逐臼的l乙，そ

の後は隔臼的に行った。この場合午前 1011寺を境として 1

日尿をしたが手術当日は手術直前までの尿を採集し手

術前日尿l乙合せ，それら尿についての排出量の表示は 11時

間値 (ccper hour) 1こした。

2. 測定方法

i) 尿中塩素長 Mohrは方法に従い測定し，これ

を 1時間値 (mgper hour)或は単位量値 (mgper 100 

cc) Iこて表示した。

ii) 窒素及び O/N: キール夕、ーJレ法lこより測定

n寺間イ直 (mgper hour)にて表示し， O/Nは下記の方法

lとより求められた Vakaトo(0)と N との比をとる ζ
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とにより求めた。

iii) Vakat-O， K3 すべて凶j誌の方法2)めにがLい

測定し夫々 111出向純 (mgper hour)にて表示し，それ

らより新尿係数 0/K3を宮1出した。

測定成績並に考按

f占F刻よ 8{JiJの術高il1!llは友 llC示す如くであり，各被子

術者の 0/K3の F均は 20.8，22.9， 25.7， 33.1， 53.4， 

37.4，日ラ.7，67.7 であり，術前日数よりみた (l~')は術的

3日U:38.8，・1日1I: 37.4， 1 日 ~1 : 37. 0となり心、l二

J6J11白ーは 37.1土7.列である O この場合各被術省に於る平

均fI[i.が.，引[1'1域 (21.9土4.08)にあるものは 3VIJであり，

統計学上 1%以トーの危険率を以て本結核起に於て!日:î1~1 が必

められる O

次に術後の OjK3の経過を見るに(図 1，表2)，術

後策 O日 (手術後 0-2411年間をいう，以下|同様)

111.6土 44.36，第 1日:103.8土停.39，第2日:84.8 

土日0.20，¥;fi 3日:45.9土30.44，i'iS 4日:40.3土9.09，

\;f~5 日:汚.9 土 10.0ヲ，第 6 日: 34.1土 14.66，第8日:

43.0土24.66，第 10日 43.4土27.67，第 12日 43.7

士 18.7ラとなるが J とれらをその術後の経過に於て統計的

に観察すればB 術後 0， 1， 2日間には有怠の差を認め担:lE

く3者l乙高値が認められ且それらは術後3日以降のそれに

対し千j":，;lの丙11在を示すO
このl身合同 1，1i'1こ表2より窺われる如く個々の 0/K3

11!lの画く曲線より次の 2群に大詰IJ出来る。 11IJち術後著しく

上昇，以後下降するも術後8- 10日lこ至るも正常111i.に;rr
づきDHfく，その変動激しい Mo，Ni， Ts， Ta，群とそれ

に比しその術後の上昇少く術後3日には術前1lr[に況づき以

後比較的平坦な経過を示す Ya，00， No， Go 昨とに分

けられる。

さでかかる経過を示した 0/K3慌に対し J それを他

の尿生機物質との相関に於て観察するに

1) 術後に於ける尿量 (ccper hour)との相関に就

て:

結核症に於ける各個の術後の尿l芦の推移l乙就ては図2，

表 31とみられる如くであるが，その、|よ均の捻移は術後0-

1日:25.4土 7.89，2 -3日:39.8土 12.':8，4 -6日:

40.0士 14.30，8-10日:40.9 =t 13.35， 12-14日:男.1

土 15.73となり 3 統計的にみれば術後0-1日最低となり

術後 12-14日最高となる故，尿量は術i直後下降し術後2

-10日に於て上昇その間有志:の差なく，術後 12-14日IC

於て旧l乙復するという事になる。これを上記 OjK311色(図

1，表2)との相関lこ於てみるに尿量は 0/K3とは負の

相関を示すこととなる。換言すれば 0/K3値は術i直後の警

i合反応がとi巴されたJ)Lflj尿系の険[)E!℃進11与に大きく cl'L
以後それに抗する品Ij肖 e 司1:1、腺系の機能|口Qi曳とj目侠って漸

次ド|与するという事になろう。

さてこの場合:況に biした如く術後の 0/K311tiのj首長

より J その術後悔めて大きく上昇以後その回復の遅れた

Mo， Ni， Ts， Ta 1洋と比絞的その術後のヒ昇の滋しくな

く回復の l手かった Ya，00， No， Go詳の 2鮮に分け，そ

れらIJ，jltllこ於ける京ほのi首長に札てみるに前者に於ては術

後0-1日:23.2，2-3日:42.8， 4 -，5日:3ラ.2，8 

-10日:37.6，12-14日:48.4後者lこ於ては術後0-1

日:27.0，2-3f]:)7.5， 4-6日:44.8， 8-10日:

44.1， 12-14 []: 61.7となり，前IJ'I乙於て尿}li-の低11![を

/J¥すのがT!i:われ::1'1こそのIjJTa 1乙於て甚だしく1i町後0-1

日:22.6， 2 -3日:22.7，ヰ -6日 16.6，8-10日:

19.2， 12-14日 31.8となった (Taは事ほにより補液が

遅れ術後:2日日にラ形グノレコーゼラ00を投守した仰であ

り， そのi術桁桁i後灸の11怖↑市h同証液主の不，J山i

る) 0 j向，'，すれば OjK311，'{は尿ほとは負の相閣を示しつつ

術後大きく上昇し漸次ードi:;~するも J この場合術後尿排出の

悪かったものに於てげにその上昇が基しかったということ

になる。

2) 術後IC於ける尿クローノレ浪!支 (mgp~r 100 cc) 

との相閣に就て:

個々のクロール法度の消長lこ坑ては阿3，表41乙示し

た如くであるが，それらのH~J前に於る似(各術前 2-3 日

間の十一均1U白)は Mo:日7ラ.3，l'<i: 668.2， To 392.0， 

Ta: <;01.8， Ya: 62ラ.8，00: 772.2， No: 1076.5， Go: 

803.3であり J その l'均は 830.6土 117.0であるが， fin 
後~~ 0日lこ於ては 650.2土223.3となり， その聞にの怠

の治なく， 1日:527.3土 146.1， 2日:434.少土 276.9，

3日 429.6士 108.ラ 4日:日24.6土 21ラ.0， 言日

開8.9土 l引 .07， 6日:563.2士200.0， 8日:臼2.6土

188.2， 10日 644.0士 197.ラ 12日 61ヲ.8土 214.5

となるが統計学的には全経過に於て右足:の差を見出し得な

い(クローjレj良一度の術後:2-4日l乙於て大きく減少を示し

ている Taは事情により補液が遅れi背後 Z日自に F労グノレ

ゴーゼ 500，ヨ， 4両日lこ20%グノレゴーゼ 100を与えリ γ

グノレを与えなかった特別な例であるが，この場合その術後

!J!.1J1主の不備からくる OjK3の術直後の激しい上昇がみられ

る) 0 かかる経過を示したクロールj民度の結果に対し，こ

こに 0/K3(図 1，表2)との相関に於てみるに，OjK3の

術後大きく上昇を示した Mo，Ni， To， Ta群に於てク

ローjレ法一度低値を示し 0/K3の t昇の取しくなかった Ya.

00， No， Go群lこ於てクローJレ濃度比較的高値を示すの

が窺われる。 換言すれば術後に於て食坂蓄留の澱しし〉乃至



は食事以取の少い Mo，j¥;i， Ts， Ta群に於て 0/K3高

11f(を示したいという事になる O 似し 0(K3の高値を示す時

必ずしもクロー/レ濃度低値を示すとはwらず，こ乙K-両者
l乙密な負の相関は児出し刻く，術直後 0-1日に於ける

0/K3の上昇11告にクローノレ浪度下降せず3 むしろその後

(2 -3日)の 0/K3の|、降時lこクロール濃度低値を示し

ている。日11ち術i白後副腎機能の)'C逃が抗平Ij尿系(後来系)

の機能に覆いかぶされた 0-1日特に術後0日lこ於て尿以

縮がおこりクローJレ濃度比較的高{瓜を示し， 0/K3大きく

上昇，以後防禦反応としての副腎機能すをjこ甲状腺系の機能

上昇と相候ってここにクローノレ濃度の減少となり 0(K3漸

次下降，それら機能系の回復に伴いOjK3更に正首位へと

近づくということになろう。しかし全体を通してみた場合

それら個々の被1没者に於て術後 14日を通し H.Selyeの
云う生体防禦反応の長く続けざるを得なかった Mo，Ni， 

Ts. Ta併に於てクローノレj民度低値， 0(K3高値を込する

のが認められる。

ヨ) 術後l乙於ける尿クロール切出量 (mgper hour) 

との相関に就て:

各個のクローノレ排出訟に就ては凶 4，表5t乙示す如く

であるが，それらの術前に於ける他({LIし各術的 2-3日

間の平均lU立)は Mo:240.9， Ni: 235.8， Ts 180.1， 

Ta: 377.5: Ya: 348.久 00:410.8， No: 333.7， Go: 

239.8でありその'['YJは295.9となるが3 術後の経j也は術

後0-1日:157.9土 70.50，2 -3日:172.6土 60.43，

4-6日:217.0土 78.11， 8-10日:241.2土 42.88，

12-14日:317.8土 83.20となり，これを統計的にみれば

術後0-1日と 2-3日間のクロール値には有意の差な

く， 0-1日のクロール11立は 4-14日のそれに対し有志の

低lii1， 12-14日のクローノパ1ftは 0-10日のそれに対し有

必、の日:illl[が必められる。従って術後のクロール自立は 0-1

日に於て下降し 12-14日lこ於て回復するということにな

ろう。斯る経過を示したクロールlIItの結束に対し，ここに

0(K3(図 1，表2)との相関lこ於て観祭するに，術後クロ

ール排出の少かった Mo，Ni， Ts， Ta到に於て 0!K3

の術後上界激しかったという事になる。

被手術者l乙対するクローlレの補給は輸液をiillし並びに

術後策 1日 (1時fC:2日)以降の食事件{取を通し行われた

が，従ってこの場合術後lこ於けるクローノレ排出量の低値に

対しそれを次の 2つの方向から考えなければなるまい。そ

の一つは補給された食泡の体内惨積3 他の一つはその出取

の過少であろう O 然し図 4tこ見る如く術後の全体を通し

Mo， Ni， Ts， Ta群の他のそれに比しクロール排出量の

低11立をみるもや憶は後に於ては Mo，Ta (~，I;tこ Mo tこ於て

0/K3 値甚だしく i~~~11立を示した)を砕いては\，111111こをを見
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出し灘くむしろ術後4-14日の間l己認められると乙ろよ

りjrirjliiの目立食出の体内欝績も考えられるが術後の食欲不

振より食塩排出iiiの低下と考えた万が妥当であろう。勿論

他l乙比する Moのやおi直後l乙於けるクローノレ排出の極端な

る低1¥l'i.はその体内欝積を考えなければなるまい。斯る観点、

より ojK311!(の推移をみるに Mo，Ni， Tsの術後の食欲

不振に伴う 0(Kd1{の傾端なる高1¥r't， Mo の術直後の.þf~端

なるクロール欝ftrfC{、ドう同111'(の高値， Taの補液の不.fj;)fか

らくる間偵のヒ昇が窺われ 0(K3値の術後の生体の容態lこ

応じその忠化(進行)tこ伴い上昇するのが窺われる。

4) 術後に於ける尿窒素 (mgper hour)と相関l乙

就て:

術的術後の尿~HJI 山地の ìì'j 長 l乙就ては凶 h 表J の

如くであるが，各被子市持者の術的lこ於る τP~J (各術前2-

3日間のド均)は Ya:423.1， No: 342.0， Ta : 3C6.1， 

Ts: 282，0， 00: 216.9となり統計的に余の浪むとした正常

値 414.6土 44.1 (正市男子 17名の平均) に対し有，む

の低値が認められる。術後の消長を見るに術後0-1日lこ

於て上昇 379.0土 135.71となり 200-570の聞に分散し

2-3日lこ於て更に上昇防6.2土 200.03となり 350-820

の聞に分散する，以後抑i次下降術iliJ1l立に回復する O これを

統計的にみれば術後 2-3 日 lこ於て{，f~，むの高値が認められ

るのみで上記正常値との比較に於てもや81麦2-3日lこ於て

のみ高値が認められ他には有(%1'々 の差がI認められない。さて

j折る経過を示した尿窒素とOjK3との相関に於て観察する

に，OjK3 tこ於ては術後0-2日に有志の高値が認められ

以後漸次下降するに反し尿窒素lこ於ては 2N3日lこ於て有

志差(高値)が認められ〉その経過に於て大分その趣きを

異にするのみならずOjK3に於て術後極めて上昇を示した

Ts， Ta tこ於てその尿窒素は，その上昇少い Ya，No， 

00， Goのそれに比しその排出註透に下組りここに¥，日者に

i在援の相関を見出し対fぃ。

術前ヤ8後の物[{代謝の研究に於てその catabolicの

!支を出似し研究を進めることは大切であるが山知の如く尿

窒素の出納lこ於る負の度はその時の被牧者の栄養の度K-大

きく影符され，その栄養可良のもの換7守すれば術前l乙於て

比較的多くの蛋白質をJ貝取したものに於てその catabolic

の度大きく，生体にかかる負荷の度 (ζの場合手術)tCJ;芯

じ上昇するものとは限らない。

耳Iiる観点より上記0/K31直につき尿窒素量と相関に於

て観察するに OjK31¥ITは術前その栄養投与の不足を感じ術

後食事摂取に於て他に比し劣りここに尿窒素排出量の少い

Ts， Tat乙於て大きく上昇を示したという事になる O

日) 術後lζ於ける O/N他との相関l乙就て:

0/ N 118:の推移l乙就ては凶o，表7にみる如くであり
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各被検者の術前lζ於る平均(各術前2-3日間の平均)は

Ta: 1.0: No: 0.76， 00 : 1.02， Ya : 1.02， Ts : 1.04 

であり余の測定した正常値 0.81士 0.080(正常男子20名

の平均)に比較し有意の高値が認められる O 術後の経過は

!Æ~ 0日:1. 51士 0.390，1日:1.19士0.360，2日:0.95 

土 0.360，3日:0.97士 0.460，4日:1.00土 0.450，ヲ

日:1.02土 0.330，6日1.02土 0.436，8日 0.93士

土 0.300，10日:1.03土 0.410，12日:0.91士 0.240と

なり術後第 O日に於て上昇し以後漸次下降する O 乙の場合

第 1日以後l乙於てその分散の度厳しく特l乙被枚者6名中 2

1"，1こ於てその術前値のみならず'11-:':制民 (0.81土 0.1ラo)を

も下組る結よt':を51している O 統計的には術後第 0，日特

lこ第0日lこi苛く以後下降するも引'E:2日以降 l乙於て有心;のLf~

がI認め砕く叉1E'rl引w:との比較に於てもその第2日以後l乙於

て有芯の去が認められない。さて}折る経過を示した OjN

{山こ対し 0/K3他との相関lこ於て観察するに|山j者術直後に

上昇漸次下降を示し叉0/K3ff!lJ乙於てその上昇激しい Ts，

Ta 1こ於て OjN他大きく上昇するのが認められp ここに

両者の経過に類似性が窺われるが 0/K3値は水分，坂類，

窒素代謝l乙於て大きくその歪みを生じた術後0-2日に於

て他の時期(3-14日)1乙比しその高値が必められるに反

しO/N依は術後2日l乙於てその有志性を失うのみならず

術後 1日に於て正治他を下組るものさえ生じている O 周知

の如く O/N値はJl;U乙会主の研究にみるまでもなく，本11立

，;t H. Miiller により体内の酸化の状況を観察するプj法と

して発表されているものの必ずしもその良否とは直接関係

せず蛋白代謝の冗進時に下降しその衰微時に上昇するもの

であることはいうまでもない。上記に於て OjN値の 0/

K31ζ比しみかけ上同禄な経過を示したのは術前の栄養投

与に於て成功を得術後に於て食事倶取の他に比し容易であ

った被検者l乙於てその術後に蛋白代謝が他に比し光進し尿

空素初出の増大をみ O/Nf:症の他lこ比する低値が認めら

れ，その防禦反応としての蛋白代謝の元進を米し得なかっ

たものに於て高値を示したため，それが 0/K3とみかけ上

類似の経過をとったにすぎなく，両者はその生化学的意義

lこ於て質的に異ったものである。それは 0/K3航の蛋白代

謝の体内l乙於る盛衰にはi在接関係なく蛋白投与の生理的範

囲を越える極端なる過剰，過少時l乙共l乙高値を示すところ

からも明らかであろう。

総 括

既に西風1-4)の述べている如く疲労測定法と目される方法

に就き批判検討を加えていくためには次の二つの方向があ

ると思う O 第 1の方法は p 生体l乙先づ出来るだけその性質

の相反した実験的因子(例えば adrenaJin色と insuJine)

を与え，それによる反応の現れ方に就て，その悶子の量的

割合l乙於てその方法に充分K検討を加え而る後疲労の進

行，疾病の進行と共にそれが如何なるj予沈を示すかに就て

充分検討を加え更にそれを死亡直前の生体にまで適用しそ

の範囲を定める方法ともう一つはその方法に疲労測定法で

ないと初めより解っている方法例えば検討されるべき方法

が尿を材料とするものとしたならばそれと同時に尿 PH，

窒素，燐酸の如き既知の物質を測定しその方法に併用し両

者の相関l乙於て種々なる条什下の生体につき出米るだけ!よ

く研究を進め検討されるべき方法の，それら pH，窒素 p

;燐酸 lこ i削去の相関を示さないこと撚.~-jすればある時には正

ある¥1与には負の相闘を示し且つそれらの条件下に足した犬

々の値を一括し縦横の相関l乙於て整理し両者の相関少きこ

とを認め，而る後それらの条件下に於る疲労の度(疾病の

進行の度)1乙於てその検定されるべき方法による反応値が

!仰に配列されているかを観察する方法の二つがあると思わ

れる O しかし上記両方法とも多少の欠点、があり村l乙人聞を

対象として批判研究を行う場合前者の万法を実際に適用す

ることが因別iな場合がある O それが仮lこ多少なりとも行し〉

得たとしても，そこに自ら限度がある O この点この欠陥を

補足する，ら|球l乙於ても強いては後者の方法ーによって来る結

果の意味を更に強からしめるためにも第3の方法が必要と

なってくる O 第3の方法とは同一 stressorの上に立脚し

その研究の対象を人聞に求め，それに対する個体の反応の

ぎよりそれを把捉し研究を進める方法をいう。然しここに

注忌:しおかねばならぬ事は第3の方法は市に第 1，2の方

法特に第2の方法で研究された後l己採用されるべきもので

あり，第ヲの方法のみを以て波フ;測定法と目される方法に

就き検討を加えるととは到底困対fなことである。何故なら

ば第3の方法l己採用されるべき stressorがその性質に於

て同一であるため，それにより stress下に陥入された生

体がある同ーの方向に条件づけられ，換戸;すればその

stressorの負荷により体内で行われる物質代謝が一定の

方向にのみ歪みを生ずるため，このカ法からはその批判的

研究の一面しか期待し得ないということになる O この点l乙

於て第2の生体を空間的に把握しようとする方法は三つの

方法中比較的理似に近い方法と云えよう O しかし第2の方

以上余は 0/K3法lこ就きそれに疲労測定法としての批 法では stressorによって条件っーけられた生体につき，そ

判検討を加えるべく胸廓成形術後患者尿を対象とし同時に れを時間的に把握することは困難であるのみならず種々な

尿豆，尿中クロール浪度，クロール排出量，尿宝素量，酸 る他の物質との相関に於て詳事にわたる有機的観察が困難

化係数を測定し，その批判研究の一助とし研究を進めたが である o iえってここにU~ 3の方法の必要性が生じてくる O



第2の方法による OjK3法l乙関する批判的研究は西

風，岩田，斎藤等lこより結核疲労，産業疲労を対象とし多

々なされたところであるが今回の研究は第3の方法により

なされたものである。以IJち外科的侵襲という点lこ於てその

stressorの種類を同じくする生体に於て，それに抗し反

応する個体(人間)の反応の差l乙於て，それを他の尿生機

物質との十f1関lこ於て祥事にわたり観察J ことに OjK31去に

対し批判的研究がなされた。

ここに余の研究の要旨を述べれば， 0/K3値の被検者

819Uの術前に於ける 31"均は 37.1:!:16.61であり正常男子

睡眠時尿(朝第 1尿)~こ於ける平均 2 1. 9 士 4.08 ~乙比し 1

%以下の危険率を以て木材i核症に於て高値が認められp そ

の術後lこ於ては術後oR : 111.6::!:: 44.30， 1日:103.8土
45.39， 2日:81.8土日0.20，3日:45.9土.38.44，4日:

10.3土 9.09 与日:35.9土 10.05，6日:34.1土14.66，

B日:43.0土24.66，10日:43.4士27.67，12日:43.7土

18.75となり統計学上O・1・2日間には有志差認め難く

言者lこ於て術後3日以後のそれに比し有志の高値がロ忍めら

れ，ここに術直後l乙於る shock期並にそれに続く抗

shock相l乙於てその上昇が認められるが，この場合その

0/K3値の上昇を，その分子・分母を構成する Vakat-O

(0)並に K3~こ求むれば K3 の下降にそれが帰国した。同

時に測定された仙の尿生険物nとの相関lこ於て観察する
に，尿泣いcper hour) ~こ於て術後 0~1 日: 25.1士

8.50， 2 ~ 3日:39.8土 13.)9，4-6日:40.0士17.10，

8-10日:40.9 ::!:: 15.97， 12ー14日:男.1士 18.82とな

り術直後l乙於て有意の低値が認められ， 0/K3値は0-1

日lこ於てのみ尿量に対し負の相関が見出され，叉クロー/レ

濃度 (mgper 100 cc) ~こ於ては第 O 日: 650.2士223.3，

1日 527.3土 146.1， 2日 434.9::!::276.9， 3日:

429.6 ::!:: 108.5， 4日 524.6土245.0， 言日:日38.9士

1日1.07， 6日:5臼 .2土200.0， 8日:632.6土225.21，

10日 6'¥4.0土 197.5，12日 615.8士214.5となるも

統計上それらに有志去を必められないところより OjK3

他，クロール濃度可間に相関性を"忍め難く，叉クローノレ排

出量 (mgper hour)に対しては，それが術後0-1日:

157.9土 70.50，2 -3日:172.6土 60.43，4-6日:217.0 

士78.11，8-10日 241.2士42.88，12-14日:317.8 

土83.20となり統計上0-1日に於て有志の低値が認めら

れ，ここに OjK3値の尿中クロール排出量lこ対し術後0-

1日l乙於て負の相関を認めることとなり叉尿窒素量 (mg

per hour) ~こ対してはそれが術後0-1 日士 379.0 ::1:こ

135.7，2-3日:536.2土 200.04，4 -6日:406.8士

224.66， 8-10日:357.与土 1引 .13，12-14日:2l6.4土

101. 61となり術後2-3日に於て有志、のl剖l立が，;忍められ，
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ojKd直l乙対し当 2-3日l乙正の相関を示し叉 OjNf直に

対してはそれが術後O日:1. 61 ::!:: 0.390， 1日:1.19 ::!:: 

0.~60 ， 2日:0.9ラ土0.360， 3日:0.99土0.46，4日:

1.00土0.363，5日:1.02士0.4ラ0，6日:1.02土0.330，

8日:0.93士0.300，10日:1.03士0.410，12日:0.91士

0.240となり術後0，日lこ於て高値が認められ 0/K3値

の O/Nfll'Uこ対し0，日にl巨の1'1J関を認める事にはる。

これを総ずれば0/K3fl1{は術後の如何なる|時期にあろうと

も子術によって来る水分・塩類，蛋白代請けi~ζ異常を来した

時l乙常l乙上界するということになろうが，これを更に各被

検者にわたり詳:事に観祭すれば次の如くなろう。l!1lち被検

者8名につきこれを 0/K3似の画く IllifSY:より2Hi'に分け，

それらにつき一l二記他の収I:l機物'P{との相関に於て観察すれ

ばi1IJち0/K3値l乙於て術後著しく上昇以後下降するも術後

日-10日lこ長るも J.I-.干1)1直に，;¥]づき如くその支動の激しい

j洋(Mo，Ni， Ts， Ta)とそれに比絞し術後の上刃少く

術後3日には術部]値l乙近づき以後比較的平坦な経過を示す

群 (Ya，00， No， Go) ~乙分け，それを他の尿生機物質

との相関lこ於て観察するに尿量に対しては 0/K3値の大き

く上!日ーを示した Mo，Ni， Ts， TalJ:干の尿排出は{也の群

のそれに比較し一般に少く，又尿クローノレ濃度lこ対しては

OjK3値の上外の激しい併に於て術直後のクローノレ濃度低

く，それが術後長期にわたり，クロール排出量l乙対しでも

や8後を通してその排出量の小なるものに於て 0/K3高値を

示している。又尿3~i区一量 l乙対しては術後{也のHF~こ比し上汗

の伴わなかった Ts，Ta (Mo， Ni ~こ対しては窒素が測

定されていなし))~こ於て 0/K3 値大きく上昇し，それが

O/Nよりみて O/N上昇群換言すれば術後の防禦反応と

しての蛋白代謝元進をおこし得なかった群に於て 0/K3値

上昇を示したという事になる。以上要するに被検者8名に

つきそれを ZmK分け 0/K3値の術後の上昇滋しい群と比

較的その上昇のf半わなかった群lこ分け 0/K3値の推移につ

き他の尿生機物質との相関l乙於て観察するに，被枚者中術

後ノk分・塩野l代謝lこ大きな歪みを呈し旦術後の防禦反応と

して蛋白代謝の;-t進を伴い得なかったものに於て 0/K3偵

の術後大きく上昇を示したという事になる。

結 論

余は疲労測定法求明の一環として，その研究の方向を

一種の物質代謝機能測定法としての尿係数特にその新法と

しての 0/K3法に求め，その研究対象を胸廓成形術後患者

におき同時日尿量・尿クロール濃度並に排出量・尿窒素量

・酸化係数 (O/N)をも測定し 0/K3法l乙関し批判的研究

を行い次の結果を得られた。

1) 被検;剖乙於ける O/K3の術面H直の平均は 37.1土
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16.61 (被検者8名，延べ測定回数21)であり l[常値21.9

土1.08に比較し有志の高値がぶめられ，その術後l乙於て

術後O日:111.6士 17.80，1日:103.8土列.39，:Z日:

81.8土日1.19，3日:行.り土 50.':6，4日:40.3 :t 8.65， 

F日:35.9士 12.02，6日:34.1士 15.88，8日:43.0士

29.53， 10日:43.4士33.19，12日:43.7士20.21とな

り，ここに術後O・1・2日の shock相並にその抗shock

相に於て極端な高値が認められ 3 叉lf.'m1r!u乙比較した場合
術後0-11日l乙於てすべて有立の高値がI認められた。 乙

の場合 O/K3の分子を構成する Vakaトo(0)に於ては
やほ前 315.2士30.29，術後 0-1日 4干2.1 :t 117. 78 ， 

2-3日 446.4土日.46， 4-6日 103.2士76.%，

8 -10日:319.0士69.61， 12-11日:3¥3.3土 16.95と

なり術後0-3日に於て有必、の高怖が泌められた。えこの

場合Jf:'iï~11立(3 ~6.8 士号9.51) との比校l乙於て術後 0-.5

日lこ於て有自の;::jlll'(が必められた o O/Kaの分RJ会をなす Ka

f直(!:fD沃度酸値)に於ては術的値 8.8士1.96であり正

常M:(16.0士 2.36)，こ比較し有1まの低値が認められ術後

l乙於ては 0-1日:5.19士2.292，:Z -3日:10.1土5.

18， 4-6日:12.1士 4.90，8 -10日:10.0士 3.66，

12-14日:8.7士 2.80となり 0-1日に於て有立の低仰

が必められた O メJI十/f~1[({ との比較に於て 0-11 日にすべ

て有むの低値が泌められた。

2) 以上の在日さ結呆となったがJ この場合O/Ka値の

術後の上JI大きくその[r.iJ後の，也〔し〉出とHJ後の上昇比較的少

くその回復のいかった群に分け他の尿中生機物質ー尿量・

尿クローノレ濃度並l乙排出量・尿空素ーとの相関に於て観察

するに前者lこ於て術後の水分塩素員代謝に乱れが語訳しく尿

量・クロール濃度並に排出量共にその回復忠く且術後の生

体防禦反応としての蛋白動員が少くその尿中蛋白量l乙於て

低MLOjN flIlJこ於て高11責が"忍められた。

以上の到]き結果となったが現fのところ新法としての

O/Ka法を適用しての研究は少しスポーツ疲労，産業疲

労に関しては松田';t，.5)の女子国体ホッケー選子を対象とし

ての研究)~~~小牧王子製紙工場従業員の疲万 6) を対象とす

るもの並に北大演習林の柚夫のう'I働時の疲労め7)を対象と

するものがあるが，何れlこせよ今日米だ上述の如く伺体全

体としての物質代謝の歪みの度換討すれば，その股間lこ於

ける生体の Vita1ityの度を客観的に把握する疲労測定法

が確立されていない以上その研究の目的が術前術後療法に

あろうと実験治療にあろうと，乙 ζl乙疲労測定法(物質代

謝機能測定法)の確立は誠に必要なものといわざるを得な

l)o余等は余等の立場より疲労をながめ研究を進めてい

る。しかしその研究の方向を他の研究の如く一定の臓器・

機能系におく訳にもし功〉ず常に色々な条件下の生体につき

適用し批判的研究を行っていかねばならぬ以上その研究も

拡Kfよい範囲のものとならざるを得ない。余は今回その研

究の一環として，その研究の対象をねに結核患者におき，

その術前術後の O/Ka値を測定し，それに対し批判的研究

を行ったが将来本法に更に批判的研究がなされ 3 それに改

良改善が加えられていくであろうが，余の今回の上述の如

き研究も病体生理の研究に多少なりとも貢献するところが

あれば余の幸いとするところである。

稿を終るに臨み御指導・御校閲を賜った d恩師安田守

雄教授に深甚なる謝芯を表すると共に種々街1教示を戴い

た朋主主北大結研西風情助教授に感謝の意を呈す。又貴重

なるサ Yプノレを捉供し下さった北大三土外科並に札幌療

養所に対し満腔の謝芯を表す。
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表 1 胸廓成形術術前に於る 0/K3値
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表 2 胸廓成形術術後に於ける 0/K311直の消長
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表 4 胸廓成形術・術前術後に於げる尿クローノレ濃度 (mgper 100 cc)の消長
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表 5 術勝成形討す・術前術後に於ける尿クロ Jレ排出量 (mgPer hour)の消以
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表 B 胸廓成形術・術前術後に於ける尿窒素量 (mgper hour)の消長
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胸廓成形術・術前術後に於ける O/Nの消長

|術前f直|術守 2 3 4 日 6 8 

ヲ7

10 12 

1. 73 

1.12 1.07 0.91 

1.53 1.04 0.90 1.16 0.78 

1.56 1.27 1.12 1. 38 1. 05 

1.ラo 0.83 1.07 1.09 

つ

ん

ヲ

4

'

A

8

9

6

 

-

-

-

n
u
n
u
n
u
 

-

-

q

L

Q
〆

7
a

マ
g
κ
υ

-

-

-

n
u
n
u
n
u
 

戸
、
ノ
ワ
&

A

&

"
'
a
句
，
.
句
，
‘

-

-

-

n
u
n
u
n
u
 

マt

。J
q

L

r

o

n

U

7

‘
 

-

-

-

n
u
'
L
n
u
 

ζ
u
n
u
q
J
 

ζ
U
4
i
o
o
 

-

-

-

n
u
'
l
n
u
 

nu

〆

D

O

O

マ
d

e

l

ヲ
t

-

-

-

n
u
-
-
n
U
 

A

I

Q

J

マ
t

r
フ

A
a

ヲ

t

-

-

-

n
u
'
i
n
υ
 

4

2

3

 

7

4

4

・

ヲ

t

-

-

-

n
u
'
i
n
U
 

7

a

7

t

Q

J

 

O

O

A

句
。
。

-

-

-

n
u
'
i
n
u
 

q
J

尽ノ

q
L

ヴ

d

Q

〆

1
1

••• 1

1

1

 

1.72 Go 

I 0.81 I 1.61 1.19 0.95 
平均値

1士0.08 I ::1::0.39 土0.36ラ土0.36

1.22 1.20 1.44 1.59 

0.97 

十0.46

1.00 

+0.4ヲ

1.02 

十0.33

1.02 

+0.43 

0.93 

斗0.30

1.03 0.91 

士0.41 士0.24

胸廓!戊;[;術 術前術後に於ける K3(mg per hour)の消長表 8

Mo 7.3 

Ni 6.0 

Ts 8.5 

Ta 9.8 

Ya 6.5 

00 9.6 

No 11.3 

「づ妻
O~l 2~3 

1.51 

4.67 3.61 

7.59 

3.32 日.0

9.37 15.5 

4~6 

6.51 

9.54 

6.30 

5.89 

19.5 

8~10 12~14 

11.6 9.56 

8.% 5.21 

2.80 5.95 

7.28 7.76 

5.85 6.C6 13.9 

6.41 17.5 14.7 

Go 10.7 5.21 15.2 20.2 

8.80 5.19 10.1 12.1 
平均値

l 土 1.948 ::1:: 2.292 土日.18 士 4.90

表 B 胸廓成形術・術前術後に於ける Vakat-O (mg per hour)の消長

17.8 12.ラ

7.78 12.0 

11.9 8.01 

11.5 

10.0 8.7 

十 3.66 士 2.80

乱10

Ni 

Ts 

Ta 

a

o

o

o

 

Y

O

N

G

 

3前値〔疋l
307.8 

323.4 

291.8 

303.日

431.4 

257.4 

261.8 

344.1 

302.0 

513.1 

351.9 

555.4 

605.7 

261.8 

344.1 

2~3 4~G 

491.8 

431.8 

367.2 

520.4 

499.4 

401.2 

412.7 

285.0 

504.3 

231. 7 

242.6 

534.0 

460.7 

373.8 

593.8 

8 ~IO 12~14 

426.0 

449.4 

291.4 

217.8 

423.5 

269.7 

355.日

358.7 

400.5 

453.1 

263.3 

234.2 

410.8 

366.0 

275.1 

平均値
343.3 

士 86.9ラ

31ラ.2

士 30.29

446.4 

土 53.46

403.2 

土 116.96

349.0 

土 69.61



58 

150 

OJK3 

100 

50 

20 

図 1の1 術後に於ける O/K3値の消長

I _ ~ぺ210.8Mo --.-~ 

o 1 2 3 4 :; 6 8 10 12 

図 1の 2 術前術後に於ける尿註の消長

尿 70

Op. 

量

Tノs・¥ベ Ni ・( /一一-.一一 ;/'Mon 
n 50 ιノ Ts司
f円. 

.\..P_'-'~~〆
". Ni'/ .¥ ./"7'-'- _'Ta 

、2円-J 30 J\../'~ ，~. 
Ta.~._\\『一一一一J
Moo" 

10~ 

日-1 2-3 4-5-6 B一一ー10 12-ーー14

図 1のE 術後に於げる O/K3値の消長

150 

OjK3 

100 

50 

20 

o 1 2 3 4 ラ 6 8 10 12 

図 2の 2 術前術後に於ける尿量の消長

90 
/'1 Ya 

Op. / 
/ 
/ 

70 
/ 尿
/ ノGo

質同正

/4f00  -;:;' 50 
r、 / 
'0 

Ya;/ i\!~プ乙-， No〈円。

、ロ司ZJ 3 0 
No-ブμーア

/ 
Qo.l---" 
Go 

10 

0-1 2-3 4-5-6 8-一一10 12ーー一14



図 3の1 術前術後に於げる尿クローjレ濃度の消長
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図 4の2 村前向後に於ける尿クローlレ
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術前術後に方ぞける K3値の消長
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